
要配慮者利用施設における

「洪水時の避難確保計画」

策定促進の取り組みについて

平成30年7月3日

秋田県大仙市
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１．取り組みの経緯

１

・・・台⾵１０号の⼤⾬により、岩⼿県岩泉町で⾼齢者福
祉施設の⼊所者９⼈が犠牲に

・・・⼤仙市内に要配慮者利⽤施設は約130施設に
避難確保計画の作成を依頼

・・・⽔防法改正。要配慮者利⽤施設における
「避難確保計画の作成」「避難訓練の実施」

義務化
・・・平成29年10⽉11⽇付けで再度、各施設に「計画の

作成」と「避難訓練の実施報告」を依頼



２．施設への作成指導

２

施設管理者の声施設管理者の声

【⼤仙市の取り組み】
➊依頼⽂書とともに「作成例」を
送付・ＨＰを通じてデータ提供

➋職員による作成指導
➌適切なタイミングでの作成依頼

避難確保計画の作成例

❶どのように計画を作成すれば良いか分からない

➋計画を作成する余裕が無い



３．作成依頼のタイミングと作成率の推移

３

作成依頼通知 依頼のきっかけ及び内容 ⼤仙市における災害
平成28年10⽉ 5⽇ ８⽉の岩泉町の被害事例 ―
平成29年10⽉11⽇ ６⽉の⽔防法改正により義務化 7⽉22⽇と8⽉24⽇の⼤⾬

平成30年 5⽉ 8⽇ 未作成施設は市ホームページで公表す
る旨を予告（⽔防法第15条の3第4項） 5⽉18⽇の⼤⾬
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が作成済み

117/127施設
が作成済み

117/127施設
が作成済み
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４．平成29年7⽉の災害での避難事例

４

避難確保計画の作成と避難訓練により、無事全員が避難

避難確保計画の策定（H28.10)

⽇頃の避難訓練
避難所の開設訓練

特別養護⽼⼈ホーム「愛幸園」 平和中学校（避難所）
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５．今後の⽬標・取り組み

年 度 報告済み施設数
（全１２７施設）

２９年１０⽉〜 31施設

表1 避難訓練実施の報告済み施設数

➊平成30年度中に作成率100%を達成する
→未作成施設への訪問指導

➋避難訓練実施の促進
→訓練実施を促し各施設の避難計画の熟成を図る

【避難訓練実施報告書の実例～訓練の内容～ 】

施設が浸水に至るまでの限られた時間内に要配慮者を避

難場所まで安全に避難誘導するための訓練を実施。関連

する教育は毎年12月のカンファレンスにて実施。新規採用

者には都度教育・訓練の機会を設けるよう努めている。

５


